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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】コードが緊張した場合でなくとも、コードの長
さを自動的に調整しない、管楽器を支持するコードの長
さを調整するための装置を提供する。
【解決手段】管楽器を支持するコードの長さを調整する
装置は、互いに押し込むことができる２つの部分を備え
る。２つの部分のうち第１のカップ状部分１０は、凹部
１３及び４つの開口部１４、１５を有する。第２の部分
は、インサートとしてＵ字ターン部並びに凹部２３を有
する溝２４及び２つの案内溝を有する。コード要素４ａ
、４ｂ、４ｃは、溝の周りに案内され、装置から出てフ
ックのアイレットを通る。更なるコード要素は、案内溝
及び４つの開口部を通って案内される。装置によって、
コード要素が溝を通って案内することができ、溝は、案
内溝を通るコード要素の案内から完全に分離される。案
内溝は、コード要素の移動を偏向及び抑制する要素を含
む。
【選択図】図６ｃ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コード（４、４’、４’）の長さを調整する装置（３、３’、５０）であって、カップ
状に形成された第１の部分（１０、３０、５１）と、第２の部分としてのインサート（２
０、４０、５２）とを備え、前記２つの部分（１０、２０、３０、４０、５１、５２）が
互いに押し込むことができ、前記２つの部分（１０、２０、３０、４０、５１、５２）の
間にバネ（２６、６２）が配置される、装置（３、３’、５０）において、
　前記カップ状の第１の部分（１０、３０、５１）は、周壁部（１２、３２、７０）にお
いて、２つのコード要素又は２つのストラップ（４、４ａ、４’、４’）を案内するため
の凹部又は入口開口部（１３、３３、５３）と、前記２つのコード要素又は前記２つのス
トラップ（４、４ａ、４’、４’）用の少なくとも２つの更なる開口部（１４、１５、３
４、３５、５４、５５）とを有し、前記少なくとも２つの更なる開口部の第１の開口部（
１４、３４、５４）が、前記凹部又は入口開口部（１３、３３、５３）に隣接して配置さ
れ、更なる開口部（１５、３５、５５）が、周縁部（１２、３２、７０）において前記第
１の開口部（１４、３４、５４）の反対側に配置され、
　前記インサート（２０、４０、５２）が、前記インサート（２０、４０、５２）の周縁
部（２２、４２、５９）及び中央部分（２５、４５、６０）によって形成されたＵ字ター
ン部を有する溝（２４、４４、５８）を有し、前記周縁部（２２、４２、５９）が、前記
溝（２４、４４、５８）に至る凹部（２３、４３、５７）を有し、前記インサート（２０
、４０、５２）が、１つのコード要素又は１つのストラップ（４、４’、４’）用の少な
くとも１つのチャネル（２８、４８、５６）を含み、前記チャネル（２８、４８、５６）
が、何れの場合にも前記コード又は前記ストラップの移動を偏向及び抑制する要素（６４
、６５、２９）を有し、前記少なくとも１つのチャネル（２８、４８、５６）が、前記Ｕ
字ターン部を有する前記溝（２４、４４、５８）から完全に分離される、ことを特徴とす
る装置（３、３’、５０）。
【請求項２】
　前記カップ状の第１の部分（１０、３０）は、前記周壁部（１２、３２）において、２
つのコード要素（４、４ａ）用の凹部（１３、３３）と、各々１つのコード要素（４、４
ｂ、４ｃ）用の４つの更なる開口部（１４、１５、３４、３５）とを有し、前記４つの更
なる開口部の前記第１及び第２の開口部（１４、３４）は、前記凹部（１３、３３）の両
側に配置され、第３及び第４の開口部（１５、３５）は、前記周縁部（１２、３２）にお
いて前記第１及び第２の開口部（１４、３４）の反対側に配置され、
　前記インサート（２０、４０）が、前記インサート（２０、４０）の周縁部（２２、４
２）及び中央部分（２５、４５）によって形成されたＵ字ターン部を有する溝（２４、４
４）を有し、前記周縁部（２２、４２）が、前記溝（２４、４４）に至る凹部（２３、４
３）を有し、前記インサート（２０、４０）が、前記周縁部（２２、４２）の外側で前記
凹部（２３、４３）の両側に各々１つのコード要素（４）に対して各々１つの案内溝（２
８、４８）を有し、前記２つの案内溝（２８、４８）が、前記案内溝（２８、４８）にお
いてコード（４）の移動を偏向及び抑制する要素（２９、２９’、３７、４７）を有し、
前記側方案内溝（２８、４８）が、前記Ｕ字ターン部を有する前記溝（２４、４４）から
完全に分離される、ことを特徴とする請求項１に記載の装置（３、３’）。
【請求項３】
　前記インサート（２０、４０）は、前記バネ（２６）を収容するための凹部を前記中央
部分（２５、４５）に有する、ことを特徴とする請求項２に記載の装置（３、３’）。
【請求項４】
　前記案内溝（２８）を通る前記コード（４）の移動を抑制する前記要素は、相互に角度
が付けられた面（２９）によって形成される、ことを特徴とする請求項２又は３に記載の
装置（３）。
【請求項５】
　前記案内溝（４８）を通るコード（４）の移動を偏向及び抑制する前記要素は、前記カ
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ップ状の第１の部分（３０）において突出部（３７）と、前記インサート（４０）におい
て凹部（４７）とを備え、前記カップ状の第１の部分（３０）の内部における前記突出部
（３７）が、その底面から離れて垂直に延び、前記インサート（４０）の前記凹部（４７
）が周縁部（４２）に配置され、前記突出部（３７）が、前記凹部（４７）にて係合して
前記案内溝（４８）に突出する、ことを特徴とする請求項２又は３に記載の装置（３’）
。
【請求項６】
　前記カップ状部分（１０、３０）は、前記バネ（２６）の位置及び整列を固定するピン
（１６、３６）を内部に有し、前記インサート（２０、４０）は、前記ピン（１６、３６
）が係合する凹部を中央部分（２５、４５）に有する、ことを特徴とする請求項３から５
の何れか一項に記載の装置（３、３’）
【請求項７】
　前記カップ状の第１の部分（５１）は、前記２つのコード要素又は前記２つのストラッ
プ（４’、４’’）を案内するための入口開口部（５３）を有し、前記２つの更なる開口
部（５４、５５）が周縁部（７０）上に配置され、前記２つの更なる開口部（５４、５５
）のうち前記第１の開口部（５４）は、前記入口開口部（５３）に隣接して配置され、前
記第２の開口部（５５）は、前記カップ状部分（５１）の前記周縁部（７０）上で前記第
１の開口部（５４）の反対側に配置され、前記インサート（５２）は、前記入口開口部（
５３）に隣接する入口（６３）から前記入口（６３）の反対側の出口（６６）に至る通路
（５６）として形成されたチャネルを有し、前記通路（５６）は、前記コード又は前記ス
トラップの前記移動を偏向及び抑制する要素（６４、６５）を含み、前記溝（５８）は、
前記チャネル（５６）の入口（６３）から完全に分離される、ことを特徴とする請求項１
に記載の装置（５０）。
【請求項８】
　前記インサート（５２）は、前記バネ（６２）を収容する凹部（６１）を前記中央部分
（６０）に有する、ことを特徴とする請求項７に記載の装置（５０）。
【請求項９】
　前記要素は、相互に角度が付けられた面（６４、６５）によって前記通路（５６）を通
るコード（４’、４’’）の移動を抑制するように形成される、ことを特徴とする請求項
７又は請求項８に記載の装置（５０）。
【請求項１０】
　前記カップ状部分（５１）は、前記バネ（６２）の位置及び整列を固定するピンを内部
に有し、前記インサート（５２）は、前記ピンが係合する凹部（６１）を中央部分（６０
）に有する、ことを特徴とする請求項７から９の何れか一項に記載の装置（５０）。
【請求項１１】
　楽器（Ｍ）を支持する支持装置（１）であって、請求項１から１０の何れか一項に記載
の装置（３、３、５０）と、首用の支持ストラップ（２）又は肩用の支持フレームと、コ
ード（４）と、前記楽器（Ｍ）への前記コード又は前記ストラップ（４）の装着具（５）
と、を備える、支持装置（１）。
【請求項１２】
　前記楽器（Ｍ）への前記コード（４）の前記装着具は、アイレット（５’）を有するフ
ック（５）である、ことを特徴とする請求項１１に記載の支持装置（１）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、楽器、特にサクソフォン、バスクラリネット、バスーン又は同様の管楽器を
支持するコードの長さを調整するための装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　サクソフォンなどの管楽器は、その重量に起因して、首又は肩の支持装置によって支え



(4) JP 2020-112797 A 2020.7.27

10

20

30

40

50

られることが多い。このような支持装置は、ネックストラップとも呼ばれて首の周りに掛
けられる支持ストラップ又は肩に掛けられる支持フレームと、一方では支持ストラップ又
はフレームに取り付けられ、他方ではフックによって楽器に取り付けられたコードとを備
える。上述のような支持フレームは、例えば、スイス特許第７０４２０１号明細書におい
て開示されている。コードを有する支持ストラップ又は支持フレームによって、音楽家は
、疲れ過ぎることなく長時間にわたって重い楽器を演奏することが可能となる。
【０００３】
　このような支持装置用のコードは、例えば、米国特許第１，６３７，００３号明細書で
開示されるように、例えば、フックにて二重ループにされ、該二重ループは、スライド上
に導かれる。スライドは、上下に移動することができ、従って、二重ループの長さ及び楽
器の高さ位置を変えることができる。スライドは、カップ状要素においてバネと共に設置
された立方体状要素を備える。立方体及びカップ状要素は各々、コードの３つのセクショ
ンを案内することができる開口部を含み、該３つのセクションは、開口部において互いに
接触する。バネが弛緩されたときには、開口部は部分的にのみ重なり合い、その結果、コ
ードのセクションがクランプされる。スライドは、親指と指の間に保持され、コードの長
さを変更するために、親指と指を共に押し付けた結果、立方形要素がバネ力に抗してカッ
プ状要素に押し込められ、２つの開口部がより多く重なり合うようになる。開口部のコー
ドセクションは、より多くの遊びを有し、スライドがコードに沿って移動することができ
る。親指及び指が再度緩められた場合、開口部が狭窄し、コードセクションは、縮小した
開口部内で共に押し付けられ、これによりロックされる。
【０００４】
　楽器用コードの市場で入手可能な他の調整及びクランプ装置は、コードのループが調整
要素によって極めて緊密に保持されるように設定され、これにより下方への偶発的な滑落
が阻止されるが、演奏又は小休止中の再調整がより難しくなる。
【０００５】
　コードは、円形コード又は平坦コードである。円形コードは、円形の断面を有してより
あわされ又は捻られる。平坦コードは、ストラップの断面のような細長い断面を有するコ
ードである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】スイス特許第７０４２０１号明細書
【特許文献２】米国特許第１，６３７，００３号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、支持装置に楽器を留め付けるためのコードの長さを調整する装置を提
供することであり、長さを調整するこのような装置は、一方では、楽器の高さを簡単に調
整可能にして、他方では、装置が偶発的に滑って、楽器が滑落するのを可能な限り防止す
る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この目的は、請求項１に記載の装置によって解決される。
【０００９】
　コードの長さを調整する本発明による装置は、二重及び単一の案内されたコードを収容
し、このようにして案内されたコードの長さを変えるように設計される。単一の案内され
たコードは、楽器用の首又は肩支持装置に装着することができ、二重の案内されたコード
は、楽器のフックに接続することができる。
【００１０】
　コード又はストラップの長さを調整する装置は、２つの部分、すなわちカップ状の第１
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の部分と、第２の部分としてのインサートとを有し、２つの部分は、互いに押し込むこと
ができ、バネは、２つの部分間に配置される。
【００１１】
　本発明によれば、カップ状の第１の部分は、基部及び周縁部を有し、カップ状の第１の
部分の周壁部は、凹部又は２つのコード要素又は２つのストラップの通路用の入口開口部
と、２つのコード要素又は２つのストラップ用の少なくとも２つの更なる開口部とを有す
る。これらの少なくとも２つの更なる開口部のうちの１又は２以上の第１の開口部は、上
記凹部又は入口開口部に隣接して位置し、１又は２以上の更なる開口部は、周縁部の第１
又はより多くの開口部の反対側に位置する。
【００１２】
　コード又はストラップの長さを調整する装置の第２の部分は、カップ状の第１の部分の
インサートとして設計され、インサートの周縁部及び中央部分によって形成されたＵ字タ
ーン部を備えた溝を有する。Ｕ字ターン部は、Ｕ字又はＯ字の形状を有する。インサート
の周縁部は、溝に至る凹部を有する。溝は、少なくとも１つのコード要素を収容する役目
を果たし、少なくとも１つのコード要素は、凹部を通って案内されて溝に入り、ターン部
を有する溝に沿って、再び凹部を通って溝から出ることができる。このようにして案内さ
れたコード要素は、溝に従ってＵ字ターン部の形状を成す。インサートはまた、コード要
素又はストラップ用の少なくとも１つのチャネルを有し、各々が、凹部又は入口開口部に
隣接する入口から入口の反対側のそれぞれの出口に至る。少なくとも１つのチャネルは、
コードの移動を偏向及び抑制する要素を有し、Ｕ字ターン部を有する溝から完全に分離さ
れ、すなわちＵ字ターン部を有する溝に至る凹部又は入口開口部は、少なくとも１つのチ
ャネルの入口から完全に分離される。
【００１３】
　第１の実施形態において、カップ状の第１の部分は、基部及び周縁部を有し、２つのコ
ード要素用の凹部及び１つのコード要素用の４つの更なる開口部が各々、周縁部に配置さ
れる。これらの４つの更なる開口部のうちの第１及び第２の開口部は、凹部の両側にあり
、第３及び第４の開口部は、周縁部において第１及び第２の開口部の反対側に配置される
。
【００１４】
　長さ調整装置の第２の部分は、カップ状の第１の部分のインサートとして設計され、イ
ンサートの周縁部及び中央部分によって形成されたＵ字ターン部を備えた溝を有する。イ
ンサートの周縁部は、溝に至る凹部を有する。溝は、コード要素を収容する役目を果たし
、コード要素は、凹部を通って案内されて溝に入り、ターン部を有する溝に沿って、再び
凹部を通って溝から出ることができる。このようにして案内されたコード要素は、溝に従
ってＵ字ターン部の形状を成す。インサートはまた、案内溝として設計されたコード要素
用の２つのチャネルを有し、これら２つのチャネルは、周縁部の外側で凹部の両側に配置
される。案内溝を凹部の両側に、すなわち凹部の各側部に配置することによって、２つの
チャネルは、何れの場合においても凹部に隣接する入口から入口の反対側の出口に至る。
２つの案内溝はまた、コードの移動を偏向及び抑制する要素を有する。２つの側方案内溝
は、Ｕ字ターン部を有する溝から完全に分離され、すなわちＵ字ターン部を有する溝に至
る凹部は、少なくとも１つのチャネルの入口から完全に分離される。
【００１５】
　この実施形態は、円形及び細長い断面を有するコードの長さ調整に好適である。
【００１６】
　本発明の１つの実施形態において、インサートは、バネを収容するための凹部を中央部
分に有する。
【００１７】
　本発明の１つの実施形態において、案内溝を通るコードの移動を抑制する要素は、相互
に角度が付けられた面によって形成される。相互に角度が付けられた面は、ある１つの箇
所で合一し、又は別の面によって互いに接続することができる。これらの要素は、簡単な
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ジグザグ方式で案内溝においてコードを偏向させ、その結果、コードが案内溝と摩擦して
、コードの移動が抑制されるようになる。楽器と共に利用する場合と同様に、コードが垂
直に掛かるように装置が保持される場合、偏向要素は、案内溝におけるコードが最初に垂
直方向から横方向に離れた後に戻ることが確保される。
【００１８】
　本発明の別の実施形態において、案内溝を通るコードの移動を偏向及び抑制する要素は
、カップ状の第１の部分において第１の部分の内側基部から垂直に延びる突出部と、イン
サートにおいて周縁部に位置する凹部とを含む。インサートの凹部は、カップ状の部分に
おける突出部の位置に従って配置されて、インサートが挿入されたときに、突出部が凹部
において係合して、凹部を通って延びて案内溝に突出するようになる。従って、案内溝の
突出部によって、簡単なジグザグ方式で、最初に垂直から離れる角度で、次いで再び戻る
案内溝内でのコードの偏向が発生する。
【００１９】
　別の実施形態において、カップ状部分は、位置を固定してバネを整列させるためのピン
を中央部に有する。ピンは、この場合はインサートの凹部の位置に従って位置決めされ、
インサートがカップ状部分に挿入されたときに、ピンがインサートの凹部に挿入されるよ
うになる。
【００２０】
　コードの長さを調整する本発明による装置の第１の実施形態の使用のため、コードの第
１のコード要素は、ターン部を有する溝にコード要素を配置することによってインサート
に挿入され、コード要素の端部を誘導して凹部を通じてインサートの外に出す。端部は、
例えば、端部をフック上のアイレットに通して案内することによって、楽器に装着するこ
とができるフックに取り付けられる。コードがＵ字ターン部を有する溝にあるインサート
は、バネが配置されるカップ状の第１の部分に挿入される。インサート部分は、コードが
出入りする凹部の位置は、カップ状の第１の部分の凹部の位置と一致し、コード要素もま
た第１の部分の凹部を通過するように配置される。インサートにおける２つの側方案内溝
の出入口はまた、この場合はカップ状の第１の部分の４つの開口部に対応する。コードの
２つの端部は、カップ状部分の開口部及びインサートの側方案内溝の入口を通って案内さ
れて、インサートの案内溝を通り、案内溝の出口を通じ、カップ状部分の反対の開口部を
通って調整装置から出る。最後に、コードの端部は、楽器用のネックストラップ又は支持
装置に取り付けられる。
【００２１】
　例えば、バネは、インサートの中央部の凹部及びカップ状部分のピンを通って位置決め
される。
【００２２】
　装置の２つの部分は、案内溝及びカップ状部分の４つの開口部におけるコードの位置決
めによって共に保持される。コード要素は、この場合は、案内溝の出入口と開口部の縁部
との間でバネのバネ力によってカップ状部分にてクランプされる。
【００２３】
　コードの長さを調整するために、インサートは、カップ状部分により深く押し込まれ、
これによりバネが圧縮される。従って、カップ状部分の開口部は、インサートの開口部に
正確に一致し、案内溝への入口がより大きくなり、案内溝のコード要素が自由に移動でき
るようになる。その後、装置は、（音楽家の視点から）上／下に移動することができ、二
重案内コード要素、すなわち装置と楽器上のフックとの間のコード要素の長さは増減させ
ることができる。所望の長さが見つかると、装置に掛かる圧力が解除され、その結果、バ
ネが弛緩されて、インサートがカップ状部分の外に僅かに再度移動されるようになる。こ
のプロセスにおいて、インサートの出入口は、カップ状部分の４つの開口部ともはや一致
せず、これにより狭窄されるという点で、インサートの２つの側方案内溝の出入口は、再
び大きさが低減される。
【００２４】
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　このプロセスにおいて、インサート部分をカップ状部分の外に僅かに上昇させ、カップ
状部分の開口部のコード要素を縁部にて押圧することによって、単一の案内されたコード
用の案内溝の出入口が再び狭窄される。従って、コード要素は、開口部においてクランプ
されて、所定の位置に保持される。従って、コード要素は、案内溝とカップ状の第１の部
分の４つの開口部の縁部との間でクランプ及びロックされる。従って、コードの長さ及び
楽器の位置は、一定のままである。
【００２５】
　本発明の第２の実施形態において、カップ状の第１の部分は、２つのコード要素又は２
つのストラップの通過用の入口開口部を有する。しかしながら、カップ状部分の周縁部で
の４つの更なる開口部の代わりに、カップ状部分は、２つの更なる開口部のみを有する。
そのうちの１つの開口部は、２つのコード要素又は２つのストラップの通過用の入口開口
部に隣接して位置し、第２の開口部は、カップ状部分の周縁部の第１の開口部の反対側に
位置する。装置の第２の部分、すなわちインサートは、凹部に隣接する入口から入口の反
対側の出口に至る通路として形成された１つのチャネルのみを有する。通路は、コード又
はストラップの移動を偏向及び抑制する要素を有する。Ｕ字ターン部を有する溝は、この
場合も同様に、チャネルの入口から完全に分離される。これは、溝に至る凹部がチャネル
の入口から分離されることを意味する。
【００２６】
　この実施形態は、平坦なコード又はストラップの長さ調整に好適である。
【００２７】
　本発明の１つの実施形態において、チャネルを通るコード又はストラップの移動を抑制
する要素は、相互に角度が付けられた面によって形成される。相互に角度が付けられた面
は、ある１つの先端で合一し、又は別の面によって互いに接続することができる。面間の
角度は９０°よりも大きい。これらの要素は、簡単なジグザグ方式で通路内で平坦なコー
ドなどのコード又はストラップを案内し、通路の表面上でのコード又はストラップの摩擦
が発生し、その結果コード又はストラップの移動が抑制される。楽器と共に利用する場合
と同様に、コードが垂直に掛かるように装置が保持される場合、偏向要素によって、通路
のコード又はストラップが最初に垂直方向から横方向に離れて偏向された後に再び戻るよ
うになる。
【００２８】
　１つの実施形態において、インサートは、バネを収容する窪みを中央部分に有する。
【００２９】
　コード又はストラップの長さを調整するための本発明による装置の第２の実施形態を使
用するために、２つのストラップは、例えば、互いの頂部に置かれる。ストラップには、
自由端部近傍に孔が設けられる。２つのストラップの自由端は、カップ状の第１の部分の
入口開口部を通って外側から案内され、ストラップの孔が外側カップ状部分の基部の窪み
の上方にあるように配置される。中央部分を有するインサートは、カップ状部分に挿入さ
れ、バネを有する中央部分は、ストラップの孔を通って窪みに係合する。２つの部分は、
互いに配置され、バネと共に押圧される。引き出しストラップを有する凹部の位置は、カ
ップ状の第１の部分の入口開口部の位置と一致し、ストラップは、インサート部分の溝の
凹部を直線状に通り、カップ状部分の入口開口部を通るようになる。装置から突出するス
トラップは、例えば、端部をフック上のアイレットに通して案内することによって、楽器
に装着することができるフックに取り付けられる。その後、重ね合わされたストラップの
端部は、カップ状部分の開口部及びインサートの通路の入口を通って案内されて、インサ
ートの通路を通り、通路の出口を通って、カップ状部分の反対の第２の開口部を通って調
整装置から出る。この目的のために、インサート及びカップ状部分の開口部は、細長い形
態で形成され、ストラップの断面に適合される。最後に、ストラップの端部は、楽器用の
ネックストラップ又は支持装置に取り付けられる。
【００３０】
　装置の２つの部分は、通路及びカップ状部分の２つの開口部内でのストラップの位置決
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めによって共に保持される。ストラップは、バネのバネ力に起因してインサートの通路の
出入口とカップ状部分の開口部の縁部との間でクランプされる。
【００３１】
　ストラップの長さを調整するために、インサートは、カップ状部分により深く押し込ま
れ、バネは、本発明の第１の実施形態が使用される場合と同様に圧縮される。従って、カ
ップ状部分の開口部は、インサートの開口部に正確に一致し、通路へのアクセスがより大
きくなり、ストラップは、通路内で自由に移動することができるようになる。装置は、（
音楽家の視点から）上／下に移動することができ、二重案内ストラップ、すなわち装置と
楽器上のフックとの間のストラップの長さは増減させることができる。所望の長さが見つ
かると、装置に掛かる圧力が解除され、その結果、バネが弛緩されて、インサートがカッ
プ状部分の外に僅かに再度移動されるようになる。このプロセスにおいて、通路の入口は
、通路の出入口によって再び低減され、カップ状部分の２つの開口部ともはや一致せず、
これにより狭窄される。
【００３２】
　インサートをカップ状部分の外に僅かに上昇させ、カップ状部分の開口部のコード要素
を縁部で押圧することによって、単一の案内されたコード用の案内溝の出入口は再び狭窄
される。これによって、開口部のストラップがクランプされ、所定の位置に保持されるこ
とになる。従って、ストラップは、案内溝とカップ状の第１の部分の２つの開口部の縁部
との間でクランプされてロックされる。従って、ストラップの長さ及び楽器の位置は、一
定のままである。
【００３３】
　本発明による装置は、インサート部分の側方案内溝は、ターン部を有する溝から完全に
分離されるという、従来技術装置、特に米国特許第１，６３７，００３号明細書に優る利
点を有する。従って、コードを二重案内するためにインサートの中央部溝においてＵ字タ
ーン部に沿って延びるコード要素は、インサートの側方案内溝のコード要素と接触しない
。幾つかの溝のコード要素は、この順序で延びて、互いによって影響を受けないままであ
り、向きが常に同じままである。これによって、本発明による装置を音楽家の方に常に配
向された状態に保ち、装置及びコードの捻りを回避することができる。加えて、コードの
長さの調整には、米国特許第１，６３７，００３号明細書による装置の場合と比べてより
少ない力が必要とされる。従って、装置の使用が容易になり、音楽を演奏するときに静か
さを増大させることができる。
【００３４】
　Ｕ字ターン部を有する溝のコード要素の案内及びインサートの案内溝のコード要素の案
内の分離によって、装置の捻れに関して安定性が得られる。装置は、カップ状部分の底面
が常に同一平面にあるという点で、コード要素同士の分離の結果同じ位置に留まる。これ
によって、音楽家は、装置をより簡単且つ確実に把持することができる。これによって装
置の使用がより簡単且つ静かになる。
【００３５】
　楽器を演奏している間、コードは、楽器の重量によって伸長される。案内溝におけるコ
ードの移動を偏向及び抑制する要素は、摩擦によりコードのそれぞれに調整された長さの
安定性を可能とする。他方、音楽家が手で楽器を上方に保持する場合、コードは、緊張状
態にされない。この状況において、インサートと装置のカップ状部分との間のコードのバ
ネ付勢式のクランプにより、コードのそれぞれ調整された長さの安定性が確保される。装
置によって、コードが緊張されていない場合でも、コード長さを自動的に調整できないよ
うにすることが可能である。
【００３６】
　コード要素は、コード要素の移動を偏向及び抑制する要素によって、並びにコードの所
望の長さが決定された後のガイドの出入口の溝の狭窄によって、所定の位置に保持される
。コードは、音楽を演奏するときそれ自体では弛緩しない。不要な延びが発生することは
できない。相互に独立した案内溝によるコード要素の分離の結果として、コードは、より
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長く頻繁な長さ調整後でも無傷のままであり、これは、コード要素が互いに接触せず、互
いに摩擦することがないことに起因する。従って、本発明による装置は、より長く使用し
続けることができる。コードを摩擦によって保持するために案内において鋸歯、棘、又は
同様のものは必要ではない。従って、コードの早期の摩滅が回避されることができる。
【００３７】
　本発明による装置は、首の周りの支持ストラップ（ネックストラップ）を有する支持装
置及びコード要素を取り付けることができる支持フレームが肩に掛けられた支持装置を含
む、楽器用の様々なタイプの支持装置と共に使用するのに好適である。
【００３８】
　本装置は、サクソフォン、バスクラリネット及びバスーンなどの管楽器に特に好適であ
る。
【００３９】
　首用支持ストラップ又は肩用支持フレーム、コード又はストラップ、楽器へのコードの
装着具を備えた、楽器を支持するための支持装置も開示され、該支持装置は、上述のよう
にコードの長さを調整するための本発明による装置を備える。
【００４０】
　支持装置の１つの実施形態は、コードを楽器に取り付けるアイレットを備えたフックを
有する。
【００４１】
　本発明の更なる利点は、概咯図に示す２つの実施形態によって本発明がより詳細に説明
される以下の説明から得られる。
【００４２】
　図１～図１４は、本発明の第１の実施形態を示す。図９～図１４は、本発明の第１の実
施形態の変形例を示す。図１５～図２１は、本発明の第２の実施形態を示す。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】本発明による装置の第１の実施形態を使用することができる、サクソフォンなど
の管楽器を支持する支持装置と音楽家を示す図である。
【図２】楽器に留め付けるコード並びに首用支持ストラップ、並びにコードの長さを調整
するための本発明による装置のみを有する図１の支持装置を示す図である。
【図３】楽器に留め付けるコード並びに首用支持ストラップ、並びにコードの長さを調整
するための本発明による装置のみを有する図１の支持装置を示す図である。
【図４】コードの長さ調整するため図１及び図２に従った本発明による装置のカップ状の
第１の部分を１つの斜視図で示している。
【図５ａ】図２及び図３による装置のインサートを下から見た第１の斜視図を示す。
【図５ｂ】図５ａのインサートを上から見た第２の斜視図を示す。
【図６ａ】インサート及びインサートに配置されてフックのアイレットを通って案内され
たコード要素の半分の高さでの第１の部分に挿入された図５ａ及び図５ｂのインサートの
断面図を示す。
【図６ｂ】コード要素なしの図６ａのインサート及び第１の部分を示す図である。
【図６ｃ】図６ａのインサート及び第１の部分の拡大図を示す。
【図７】組み付けられた第１の部品及びインサートを備え、断面がカップ状部品の上縁部
及びインサートの案内溝の高さにある、本発明による装置の断面図を示す。
【図８】２つの組み合わされた部分及びバネが弛緩した状態で緊密にクランプされたコー
ド要素を有する、装置の図７の断面ＶＩＩＩ－ＶＩＩＩによる図を示す。
【図９】楽器に取り付けるためのコード及び首用支持ストラップを有し、コードの長さを
調整するための本発明による装置の第１の実施形態の変形例である支持装置を示す図であ
る。
【図１０】図９の本発明による装置の第１の実施形態の変形例のカップ状第１の部分を上
から見た斜視図を示す。
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【図１１ａ】図９による装置のインサートを上からの第１の斜視図で示す。
【図１１ｂ】図９のインサートを下からの第２の斜視図で示す。
【図１２】インサートの上縁部の下方の断面における第１の部分に挿入された図１１ａ及
び図１１ｂのインサートの斜視図を示す。
【図１３ａ】インサート及びインサートに配置されたコード要素の半分の高さでの断面で
第１の部分に挿入された図１２のインサートの斜視図を示す。
【図１３ｂ】インサート及びインサートに配置されたコード要素の半分の高さでの断面で
第１の部分に挿入された図１２のインサートの上からの図を示す。
【図１４】２つの組み合わされた部分及びバネが弛緩された状態でクランプされたコード
要素を有する装置の図１３の断面ＸＩＶ－ＸＩＶに従った図を示す。
【図１５】本発明のストラップ又は平坦コードの長さを調整する装置の第２の実施形態の
実施例を示す図である。
【図１６】垂直軸周りに回転された図１５の装置のＡ－Ａに沿った断面を示す図である。
【図１７】挿入されたストラップを有する図１５の装置の使用法を示す図である。
【図１８】図１６の断面の拡大図である。
【図１９】ネックトラップを有する第２の実施形態による装置を示す図である。
【図２０】図１５の装置の使用法を示す図である。
【図２１】図１５の装置のカップ状部分を示す図である。
【図２２】図１５の装置に掛けられたときの重ね合わせたストラップの形状を示す図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００４４】
　同じ参照番号はそれぞれ、同じ要素について図で使用されており、最初の説明は、明示
的に記載されていない限り全ての図に適用される。
【００４５】
　図１～図２は、サクソフォン、例えば、又は（ネックストラップともいう）支持ストラ
ップ２を備えた同様の管楽器Ｍ用の支持装置１を示し、音楽家は、支持ストラップ２を首
の周りに掛け、支持ストラップ２の端部にはコード４が取り付けられる。コード４は、コ
ード４の長さ調整用の本発明による装置３に繋がり、コード４は、装置３の下端部にて再
び外へ出て、フック５のアイレットを介して二重ループで案内される。フック５は、楽器
Ｍに掛止されて留め付けることができる。
【００４６】
　図３は、支持装置１を僅かに拡大して、特に装置３の２つの部分、すなわち外側の第１
の部分１０と内側の第２の部分２０とを示す。単一の案内されたコード要素４は、支持ス
トラップ２から装置３の上端部で部分１０及び２０の開口部を通ってこれらの部分に至る
。二重案内コード要素４は、装置３の下端部で部分１０及び２０の更なる開口部を通って
フック５のアイレット５’に至る。
【００４７】
　図４は、図１～図３の本発明による装置のカップ状の第１の部分１０を示し、カップ状
の第１の部分１０は、図示の実施形態において円形に形成され、周縁部１２を有する円形
基部１１を有する。周縁部１２の１つの箇所には、二重案内コード要素を対応する凹部１
３があり、コードは、図５ａに示すように、インサートにＵターン部を有して溝を通って
案内することができる。２つの開口部１４が、凹部１３の両側に配置され、これらの開口
部の各々を通って更なるコード要素を案内することができる。２つの開口部１４の反対側
には、２つの更なる開口部１５が周縁部１２に配置され、２つの更なる開口部を通って本
発明による装置の外に前述のコード要素を案内することができる。この実施形態において
、中央では、カップ状部分１０の内部にピン１６が配置され、ピン１６は、渦巻バネを配
置する役目をする。
【００４８】
　図５ａ及び図５ｂは、図４のカップ状部分に挿入することができるインサート２０を示



(11) JP 2020-112797 A 2020.7.27

10

20

30

40

50

す。インサート２０の形状は、第１の部分１０のカップ形状に適合され、上面２１及び円
周面２２を有する。凹部２３は、円周面２２上に配置されている。インサート２０が第１
の部分１０に挿入されたときには、インサート２０は、周縁部１２によって取り囲まれ、
２つの部品１０及び２０の凹部１３及び２３は位置が一致する。
【００４９】
　インサート２０は、凹部２３から離れて延び、Ｕ字形ターン部又は他の同様のターン部
を形成する溝２４を有し、該ターン部はほぼ１８０°である。インサート２０の中央部に
は、バネ２６を配置することができる窪みを有する中央部分２５があり、溝２４によって
取り囲まれている。カップ状部分１０にインサート２０を挿入すると、ピン１６は、窪み
並びにバネ２６に係合する。
【００５０】
　インサート２０はまた、凹部２３の両側で始まり、インサート２０の一部の周りに表面
２２に沿って延びる２つの対称配置された側方案内溝２８を円周面２２に有し、案内溝の
端部は、好ましくは凹部２３の反対側のインサート２０の側部上に配置されている。案内
溝２８は、コード要素を案内するのに使用される。本発明によれば、コードの移動を偏向
させ及び抑制する要素を有する。例示の実施形態において、これらの要素は、斜状面２９
の形態であり、該斜状面２９は、互いに至って先端部２９’で合一する。
【００５１】
　図６ａ～図６ｃは、２つの部品１０及び２０の構成を示し、装置３が切り開かれた状態
で示されている。図６ａ～図６ｃはまた、本発明による装置３のコード要素の配置を示す
。
【００５２】
　最初に、コード要素４ａは、インサート２０に、特に中央部分２５の周りでＵ字ターン
部を有する溝２４に挿入される。コード要素４ａの２つの端部は、インサート２０の凹部
２３及びカップ状部分１０の凹部１３を通って装置３から出て、フック５のアイレット５
’を通って繋がれる。アイレット５’の後、ここでは４ｂと記載された２つのコード要素
は装置３に戻り、カップ状部分１０の開口部１４を通ってインサート２０の案内溝２８に
沿って進む。コード要素４ｂは、反対側でインサート２０の案内溝２８から出て、カップ
状部分１０の開口部１５を通り、再び装置３から出る。その後、ここでは４ｃと記載され
たコード要素は、図１～図３に示すように支持ストラップ又は支持フレームに至る。案内
溝２８において、コード要素は、互いに向かって延びる２つの表面２９に沿って、表面２
９に接続する表面２９’の周りに案内され、コード要素は、溝２８の外側でカップ状部分
１０の周縁部１２の内面から案内される。本発明の特色は、これらのコード要素は、別個
の開口部１３、１４又は凹部２３を通って先に進み、Ｕ字ターン部を有する溝２４のコー
ド要素は、側溝２８のコード要素には接触しないという点でコード要素４ａ及び４ｂの別
々の案内である。
【００５３】
　コードの長さが変更される場合、コード要素４ａ及び４ｂの長さが変更され、すなわち
二重案内コードの長さが延長又は短縮される。単一の案内された部片４ｃの長さも相応に
変わる。しかしながら、長さ調整しても、Ｕ字ターン部を有する溝２４に位置するコード
の部分は、常に所定位置に留まる。案内溝２８を通って進むコードの部分のみが移動する
。インサート２０がバネ２６の力に抗してカップ状部分１０に押し込まれたときに、装置
３は、案内溝２８内でコード要素に沿って移動することができ、その結果、開口部１４及
び１５は、案内溝２８の出入口とほぼ一致する。その後、装置３は上／下に移動すること
ができ、すなわちコードの長さを短縮又は延長させることができる。インサート２０及び
バネ２６に掛かる圧力が減少すると、バネは弛緩し、インサート２０は再びカップ状部分
１０の外に僅かに移動する。このプロセスにおいて、案内溝２８の出入口がより狭くなり
、コード要素は、２つの部分１０及び２０の間に堅固にクランプされる。
【００５４】
　図８は、図７のＶＩＩＩ－ＶＩＩＩによる断面で装置３を示し、バネ２６が弛緩された
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ときにコード要素を装置３に緊密にクランプする機構を示す。コードの所望の長さが選択
された後、インサート２０は、バネ２６によってカップ状部分１０から僅かに押し出され
る。このプロセスにおいて、案内溝２８も移動し、その結果、出入口は、カップ状部分１
０の開口部１４及び１５の高さを越えて移動し、案内溝２８のコード４は、開口部１４及
び１５縁部１４’及び１５’それぞれとインサート２０の案内溝２８の１つの表面２８’
との間でクランプされる。これによって、コード４の移動はロックされる。
【００５５】
　案内溝にてコードを偏向させる要素、すなわち互いに斜めに進む案内溝２８の表面２９
は、摩擦に起因して、本発明による装置の位置が楽器の重みを受けて変化できないように
なる。楽器の重量が増大すると、偏向中の摩擦も増加する。装置のカップ状部分１０とイ
ンサート２０との間のバネ２６は、主として、楽器が音楽家によって高く保持されたとき
に装置をロックする役目を果たし、コードは緊張せず、偏向によって摩擦が生成されない
。
【００５６】
　図９～図１４は、本発明による装置３’の第１の実施形態の変形例を示す。装置３’は
同様に、第１のカップ状部分３０及び第１のカップ状部分３０に挿入することができるイ
ンサート４０を備える。この変形例の機能性は、図１～図８の装置３の機能性と同じであ
る。カップ状部分３０及びインサート４０の形状は、この変形例において角がある。図１
０に示すように、基部３１及び周縁部３２を有する部分３０は同様に、縁部３２の凹部３
３並びにコードが案内される２つの開口部３４及び３５を有する。２つの開口部３４は、
凹部３３の両側に位置し、他方の２つの開口部３５は、部分３０の反対側上に配置されて
いる。カップ状部分３０の中央部において、ピン３６は同様に、バネを配置するように配
置されている。
【００５７】
　図１１ａ及び図１１ｂに示すように、上面４１及び周側部４２を有する関連したインサ
ート４０は、一方の位置にてＵ字ターン部で溝４４に至る凹部４３を備え、溝によって取
り囲まれた中央部分４５は、中央に配置されている。中央部分４５は、バネ２６を挿入す
ることができる凹部を有する。インサート４０は、凹部４３の両側にそれぞれコードを案
内することができる側方に延びる案内溝４８を有する。組み付けられた部分３０及び４０
については、２つの凹部３３及び４３の位置は一致する。カップ状部分３０の４つの開口
部３４及び３５の位置もまた、インサート４０の案内溝４８の出入口と一致する。組み付
けられた装置３’において、図１３ａ及び図１３ｂに示すように、コードは同様に、Ｕ字
ターン部を有する溝４４に配置され、インサート４０の凹部４３を通って、カップ状部分
３０の凹部３３を通って案内される。
【００５８】
　この実施形態において、コードを案内溝内で抑制して偏向させる要素は、カップ状部分
３０の突出部３７によって形成され、該突出部３７は、インサート４０において相応して
位置付けられた凹部４７を通って係合し、案内溝４８に突出する。突出部３７は、図１０
及び図１２に示されている。インサート４０の案内溝４８における対応する凹部４７は、
図１１ａ及び図１１ｂに示され、図１３ａにて表示されている。この場合、コード要素４
ａ及び４ｂは楽器に至り、コード要素４ｃは同様に、音楽家の支持ストラップ又は支持フ
レームに至る。案内溝４８に設置されたコード要素は、突出部３７を越えて案内され、こ
れにより図１３ｂに示すように偏向される。この実施例における偏向は、部分３０の基部
３１及びインサート４０の表面４１に垂直な方向である。しかしながら、図１及び図９に
より示す実施例において、偏向は、２つの部分１０及び２０の底面１１及び２１に平行な
方向である。装置の安定性を増大させるために摩擦を引き起こす機能は、両方の実施形態
において同じである。
【００５９】
　図１４は、凹部４７を通って案内溝４８に突出する突出部３７によるコード４の偏向を
断面で示す。図は、押圧されたバネを伴う状況を示す。バネが弛緩されたときには、イン
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サート４０は、上昇し、コードは、図８の実施例の場合と同様に、開口部３４又は３５の
上縁部３４’と３５’と案内溝４８の下面４８’との間にクランプされてロックされる。
【００６０】
　図１５は、平坦なコードストラップと共に使用される第２の実施形態による装置５０を
示す。ストラップ又は平坦なコード４’、４’’の長さ調整用の装置５０は同様に、カッ
プ状部分５１及びインサート５２を有する。ストラップ４’、４’’、例えば、織りスト
ラップは、フック５を有するアイレット５’を通って先に進み、フック５は、楽器、例え
ば、サクソフォンに取り付けることができる。
【００６１】
　図１６は、２つの部分５１及び５２を通るストラップ４’、４’’の案内を示す。この
目的のために、カップ状部分５１は、入口開口部５３を備え、インサート部分は、第１の
開口部５４及び第２の反対側の開口部５５を備える。これらは、ストラップに適合されて
いる長形断面を有する。ストラップ４’、４’’の端部は、ストラップ４’、４’’が外
に案内される凹部を有する溝内でインサート部分５２に保持される。インサート５２は、
チャネル５６、この場合、通路５６も有する。
【００６２】
　図１７は、凹部５７を有するインサート部分５２を示し、凹部５７を通って、互いの上
にある２つのストラップ４’、４’’は、挿入され、Ｕ字形Ｕ字ターン部で溝５８に至る
。溝５８は、インサート５２及び中央部分６０の周縁部５９によって形成されている。中
央部分６０において、バネ６２を挿入する窪み６１（図１８を参照されたい）がある。ス
トラップ４’、４’’は、孔を端部近傍に有し、ストラップ４’、４’’は、バネ６２で
中央部分６０上方に設置され、その結果、ストラップはそこに保持される。
【００６３】
　図１８は、２つの部分５１及び５２内でのストラップ４’、４’’の案内を示す。２つ
のストラップ４’、４’’は、孔を中央部分６２上方に設置することによって溝５８に配
置され、中央部分６２は、カップ状部分５１の基部の窪み６２’で係合する。ストラップ
４’、４’’は、溝５８からインサート５２の凹部５７を通り、カップ状部分５１の入口
開口部５３を通って装置５０から出る。ストラップは、（図１５に示すように）アイレッ
トを通過した後、カップ状部分５１の第１の開口部５４を通って装置５に、入口６３を通
ってインサート５２の通路５６に至る。通路５６において、ストラップ４’、４’’は、
ストラップ４’、４’’の移動を抑制する要素を越えて案内され、要素は、互いに斜めの
表面６４及び６５によって形成され、表面６４及び６５は、別の面によって接続されてい
る。ストラップは、通路５６の出口６６を通って、装置から出てカップ状部分５１の第２
の開口部５５に至る。２つのストラップ４’、４’’は、その後、図１９に示すようにネ
ックストラップ２に至り、ネックストラップ２は、音楽家の首に巻くことができる。
【００６４】
　図２０は、ストラップを保持する中央部分６０を有する溝５８を伴うインサート部分５
２を斜視図で示す。中央部分６０において、バネ設置用の窪み６１が示されている。イン
サート部分５２の周縁部５９の凹部５７は、溝に至って溝５８から出る。通路５６の入口
６３は、凹部５７に隣接して配置され、凹部５７から分離されている。更に、互いに斜め
の表面６４及び６５は、通路５６に示され、表面６４及び６５は、通路を通るストラップ
の移動を抑制する。通路５６からの出口６６は、インサート部分５２の背面に位置する。
【００６５】
　図２１は、外側カップ状部分５１を斜視図で、特に円壁部７０において入口開口部５３
並びに入口開口部５３から分離された第１の開口部５４を示す。第２の開口部５５は、カ
ップ状部分５１の背面に位置する。開口部５３、５４及び５５は、２つの部分５１及び５
２が組み付けられた場合、それぞれ、通路５６の入口６３及び出口６６で、凹部５７と一
致する。これは、バネが弛緩される場合、これらの開口部は、ストラップが開口部におい
てクランプされるように部分的に一致することを意味する。バネが圧縮されたときには、
これらの開口部の断面は、ストラップを移動することができるように完全に一致する。外



(14) JP 2020-112797 A 2020.7.27

10

20

30

40

50

側部分５２の基部において、窪み６２’が配置され、中央部分６０は、窪み６２’に嵌入
する。
【００６６】
　図２２は、装置５０内で互いの上にあると思われるときのストラップ４’、４’’の形
状を示す。ストラップ４’、４’’は、端部の近くに孔６７を有し、孔６７は、中央部分
６０上方に設置することができる。
【符号の説明】
【００６７】
１　楽器を支持する支持装置
２　支持ストラップ／ネックストラップ
３　コードの長さを調整する装置
３’　コードの長さを調整する装置の第１の実施形態の変形例
４　コード
４ａ、４ｂ、４ｃ　コード要素
４’、４’’　平坦なコード、ストラップ
５　フック
５’　アイレット
１０　長さを調整するための装置の第１外側部分、カップ状部分
１１　第１の部分の基部
１２　第１の部分の周縁部
１３　凹部
１４　第１の部分の下縁部での開口部
１５　第１の部分の上縁部での開口部
１６　ピン
２０　長さを調整する装置の第２の内側部分、インサート部分
２１　第２の部分の上面、インサート部分
２２　第２の部分の円周面
２３　凹部
２４　Ｕ字ターン部を有する溝
２５　バネ用凹部を有する溝２４の中央部分
２６　バネ
２７　側方案内溝
２８　側方案内溝の内壁
２８’　案内溝２８の表面
２９　コードの移動を偏向させる／抑制する要素
２９’　表面２９間の接続部
３０　第１のカップ状の部分
３１　基部
３２　周縁部
３３　凹部
３４　下端部での開口部
３５　上端部での開口部
３６　ピン
３７　コードの移動を抑制する要素、突出部
４０　インサート部分
４１　上面
４２　周縁面
４３　凹部
４４　Ｕ字ターン部を有する案内溝
４５　バネ用凹部を有する溝の中央部分
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４７　突出部３７用凹部
４８　側方案内溝
４８’　案内溝４８の表面
５０　装置、第２の実施形態
５１　カップ状部分
５２　インサート部分
５３　入口開口部
５４　第１の開口部
５５　第２の開口部
５６　通路
５７　凹部
５８　溝
５９　周縁部
６０　中央部分
６１　窪み
６２　バネ
６３　通路の入口
６４　傾斜面
６５　傾斜面
６６　通路からの出口
６７　ストラップの孔

【図１】 【図２】
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【図６ｃ】

【図７】
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【図８】

【図９】
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【図１２】

【図１３ａ】

【図１３ｂ】

【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】

【図２２】
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